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水稲に対する肥料効果はクラゲ部位 （傘， 口腕） によ っ て 異な るか
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　クラゲ （ク ラゲを乾燥 した 細片）を水田 に施用する と，肥 料効果と雑草抑制効果を併せ 持つ こ

と，こ れ に米ぬか を併用す る と雑草抑制効果が 向上す る こ とを明 らか に し て きた ．こ れ まで は

食用とな る 傘の部分 を供試 し て きた が， コ ス ト高で ある こ と，供給体制が不安定で ある こ とな

ど問題点があ っ た．本実験で は，日本で は食用 に用 い られ る こ と の 少な い 口腕部が，水稲に対

して肥料効果があるかどうかを，圃場の ポ ッ ト実験で検 討した．

【材料 と方法】

　愛媛大学農学部内の 水 田 にお い て ，水稲品種 ヒノ ヒカ リを供試 した ．内径 25cm ，長 さ 30cm

の エ ス ロ ン 管を水田に埋 め込 み，2014年 7 月 7 日に 3葉期セ ル苗を 1 株 （3 本／株）移植 した．

肥料には ，化成肥料 （N ：P205：K20 ＝13：13：13），お よびク ラゲの 傘の 部位 と 口腕の 部位 を用 い

た．傘はこれま で 実験に用い て きた も の で ，採取地は タイ・ベ トナム 沿岸で ある．口腕は今回初

めて用 い る もの で，採取地は九州西部沿岸で ある ．施用窒素量を 8gfm
：
　t し，全量基肥区，お

よび基肥 と追肥 （8 月 13 日，幼穂形成期）を半量ず つ 施用 した各処理 区を設けた （第 1表）．肥

料は，田面に散布 した．10 月 20 日に収穫 して 収量関連形質の調査を行 っ た．クラゲに含 まれ

る窒素と炭素含率を NC アナライザー
で，そ の 他の 無機成分を湿式分解後に原子吸光光度計，

分光光度計で測定 した．参考まで に ， 九州 西 部沿岸で採取 した ク ラゲの 傘の 部位につ い て も成

分含率を測定 した．クラゲ の 傘部は伊予市 の M 社 ， 口腕部は松 山市 の K 社か ら提 供を受けた．

【結果 と考察】

　窒素含有率は，両部位 ともに 10％以上 と高く，炭素，リン酸，カ リ含有率は 口腕でや や低 く，

その 他はほぼ等 しか っ た．C！N 比 もほ ぼ等しか っ た （第 2 表）．茎 数は化成肥料区が 多く ， 生

育初期段階の ク ラゲ区で は傘部が，そ して両部位 とも基肥 区の 方がやや多か っ た．草丈は，化

4＋4 が最 も高 く ， ク ラゲ区で は分施区 の 方が高か っ たが 部位問に ほ と ん ど差はな か っ た．SPAD

値は ，いずれ も分施 区 の 方が高く推移 した （第 1，2，3 図）．精籾収量は，クラゲ部位間には有

意差はみ られず，化 4＋4 と比較す ると クラゲ両部位 ともに 約 20％ 少なか っ た（第 3 表）．収量構

成要素もクラゲの 部位，施用法の 違 いによ る有意差は み られ な か っ た ．

　以上の こ とか ら，クラゲの 口腕 も傘と同様に，水稲に対する肥料効果が ある こ と が わ か っ た ．

また ， 基肥で 全量施用 して も分施 した場合 と変わ らなか っ た こ とか ら，施用 は 1 回 で すむ と考

えられる ．
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第 1表　処理区の 構成．

肥料 の 種類

　　　　　　施 用 窒 素 量

処理 区 略 称 　　（g／rrf）

　　　　　　基 肥 追肥

無肥料 無 00

化成 肥 料
化8

化 4＋4

QO44

　 24

　 22

（206

ミ18

）16

醐
14

　 12

　 10

＋ 無
一→←一化 8

叢 鑾1
‡ 瀰 ，、

傘

口 腕

　傘 8 　　 8

．．禦 土丑……．．．．4，．． ．．生．．
　 口 腕8　 　 8　

一

口腕 4＋4　 　 4　 　4

第 2表 ク ラゲの 部 位 別 成分 含有率 （％）．

28　　　　39　　　　48 　　　　58　　　　68　　　　78

　　　　　移植 後 日数

　　　第 1 図　茎数 の 推移 ．

N P205K
：
O Mg Ca Na CC ／N比

傘 （タ イ ・ベ トナ ム 沿 岸｝　 12．50 　 0，49 　 0，T5

口 腕 （九 州 西 部 沿 岸 ｝　 　 　 11．42　 　0．10　 　 0．660

．08　　　　0．Ol

O．05　　　　0．02

，97　　　41，60　　　3．33

．36 　　　35．62 　　　 3，12

傘 （九州 西 部 沿岸 ） 9．67　　　　0．35O ．80　　　　0．　16　　　　0．02　　　　4．　19　　　　33．　17　　　　3．43

第 3 表　収 量お よ び収量構成要素，

処理 区 　 　 稈長

略称 　 　 　 cm

穂長 　　 穂 数 　　 1穂 籾数 　　 総 籾 数 　　登熟 歩 合　千 籾重 　　精籾重 　　 乾物 重　　 収 穫
c皿　　 本／pet　　 粒／穗　　　粒／pot　　 　 ％　　　　g　 　　 g／pot　 　 g／pot　　 指数

無 肥 料 無 70．9a 　17．2a 　 l3a 　 99．la 　 l289b 　 84．8a 　26．4a 　28．9b 　 59．5c 　 41a

化 成肥 料
イ匕8　　　　74．4　a　　17．3　a　　20　a　　　94、4　a　　1856　ab 　88．9　a　25．1　a　 41．3　ab 　85．7　ab 　　41a

イ匕4＋4　　　77．4a　　18．4　a　　 l8　a　　lO6．3　a　　l940　a　　84．3　a　26．9　a　 43．7　a　　86．6　a　　　43　a

　 　 　 　 傘 8　 　 了1，3a 　 17．6a 　 15a 　 lO2．3a
傘

　　　 ．．婁鯉 『『、．．、『ヱ自：．旦．9．．．3彦．L曼．撫 ．．．．！93∴ヱ．．e．．．
　 　 　 　 口 腕 8　　75．8a 　 17．6a 　　14　 a 　　　99．6a
口腕

　 　 　 口 腕 4十4　 74．Oa 　 l8．4a　 l5a　 98，7a

1560　ab 　 85．2　a　 25．4　a 　 33，9　ab 　 59．6　abc 　 41　a

．．．！蠏 ．互セ．．．銘．1．．壘．．．．3隻．三．皇．．、『弖邑．墅．．鋤『．煕 ．彑E．．．三邑．．e．、．
1420b 　　85．5　a 　 26．5　a 　 32．Ob 　　65、l　bc　　42　a

l513　ab 　86．3　a　 27，0　a 　　35．2　ab 　了2．　l　abc 　41　a
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　　 第 2 図　草丈 の 推移．
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　　　　　　第 3 図 　葉色の 推移．
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